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1　静岡県の地域概況　Ubefsicht　des　Gebietes　in　der

　　　　　　　　　　　　　　Pr齪ektur　Shizuoka

1．位　置Lage

　静岡県は，わが国のほぼ中央に位置しており，面積は7，773km2と全国土の約2％を占めてい

る。相模灘，駿河湾，遠州灘など太平洋に面した延べ416kmに及ぶ海岸線から，富士山，赤石

山系など海抜3，000m前後の峻岳まで含まれており，平野の面積は2，520km2と恩禄の32％にすぎ

ない。

　駿河，遠江，伊豆の1日三国からなる静岡県には，東の首都圏，西の近畿圏・中部圏といった政

治，経済の中核をむすぶ動脈が，古くは爽海道，現在では東海道本線，東海道新幹線，東名高速

道路，国道1号線として東西に貫いている。静岡県の人口は3，523，677人（昭和59年6月1日現

在）で，1920年から60年間に2倍以上に増加している。とくに，静岡，沼津，浜松，清水，三島

など都市部の人口は，県全体の7割をこえている。

2．　地形・地質　Topographie　und　Geologie

　静岡県は，地質構造上特記すべき重要なフォッサ・マグナと中央構造線によって囲まれている。

フォッサ・マグナの西縁は安倍川源流の安借峠付近より，真富土山，竜爪山，賎機山を経て大崩

海岸（焼津）に至る。さらに，西側の富士川までは西南日本外帯とフォッサ・マグナ地帯との漸

移帯にあたる。また，中央構造線は青崩峠（水窪町）から佐久間町を経て豊川流域にいたってい

る。中央構造線を境としている静岡県下の西南1三1本の内帯は，佐久間山地を中心に約70km2にす

ぎない。

　静岡梁の地形区分は，Fig．1に示されている。東部の山地と平野部は，第三系（中新世初～中

期）を基礎とする伊豆半島，海食巌の背後にリアス式の深い湾入部をともなう伊豆の海岸線，新

旧の火山で広い面積が占められている北伊豆から富士，愛鷹にかけて，また石廊崎から御前崎ま

で約55kmの駿河湾，駿河湾にそそぐ富士川，大畑川などを伴った平野部とからなっている。一

方，西部の山地と平野都は，白根，赤石の両連峰を中心とする赤石山系主部と安倍川山地，志太

・春野山地，秋葉山地，引佐山地などの前山，および牧ノ原台地・小笠山丘陵，磐田原台地，三

方原台地，湖西台地など赤石山系の前縁をなす丘陵，台地，さらに御前崎から浜名湖にいたる平

野，沖積地，海岸砂丘の広がりとからなりたっている。浜名湖は，猪鼻湖も含めると面積が64．9

km2，湖岸延長が約92kmの汽水湖である。静岡県の主要河川としては，中部山岳地帯に源を発

して南流している天竜川，大井川，安倍川，富士川，伊豆の天城火山から北流している狩野川の

5河川をあげることができる。
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3．　気 候　K：lima

　静岡県の気候は，概して，太平洋岸的特性をもっているが，温暖な伊豆半島沿岸部から寒冷な

最高峰の欝土山頂まであり，年平均気温を比較しても，石廊崎の162。Cに対して富士1⊥順の一

6．9。Cまで多彩となっている。

　気温をみると，瀞岡県沿海部では年平均気温が16。Cをこえている。とくに伊豆の石廊崎にお

いては，1月の平均気温が7．8。C，1月の平均最低気温が4．9。Cと県下で最も温暖となっている。

また，湖の影響もあって浜名湖周辺も1月の平均気温が6。Cをこえ，温暖である。

　降水董は，累の南西部沿岸から伊豆半島南西部にかけては年間約2，000mmで，山地の南東向

き斜爾では3，000mをこえている。石廊峙（海抜55m）で年降水量！，869mm，浜松（29m）で

1，879mm，静岡（15m）で2，278mm，井川（775m）で3，181mの値となっている。月男【」にみる

と，6月から7月は300mmをこえる地点が多く，とくに安部ノllと大井川の闇の山地や天誠山で

は400mm以上となっている。大井川源流域は1月および6月の降水量が多く，台風の影響をま

ともに受けた年の降水量は特に高い価を示しているが，一般に9月にも降水がかなりの量となっ

ている。
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Fig．2　静岡県における気温（。　C）の分布（「気象庁観測技術

　　　資料第10号　1958」により吉野正敏作成）
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Fig．3　静岡県における7月間降水黛（mm）の分布（「気象庁

　　　観測技術資料第13号　1959」セこより吉野正敏作成）
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　日本海を渡ってきた北西の冬の季節風が関ケ原，濃尾平野を経て遠州灘の沿岸を爽進ずるため

に，御前崎，石廊崎では冬に西風が強く吹く。沿岸地方では夏に海陸風が卓越している。

4．　土地利用　80dennutzung

　首都圏，中部圏といった日本でも有数の都市圏に近く，また県内にも静岡市を始めとする都市

が発達している静岡県は，「みかん」，「茶」で代表される農業のさかんな県でもある。県土（78

万ha）の約13％にあたる耕作面積約10万haのうち4割以上が水田耕作地で占められており，

「みかん」，「茶」，「桑」などの樹園が約3割に及んでいる。「茶」と「みかん」の栽培が中心

であるが，近年は，ビニールハウスなど園芸用施設の充実とともに海岸沿い低地を中心にイチゴ，

メロンなどの栽培が漿下各地で行われている。
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Diagraln　des　KliInas　in　der　Prai　Shizしloka（Aono　u．　Birukawa

1979）．

　放牧（酪農）は富士西麓の當士宮市を中心に，三島市，函南町，静岡市，藤枝市，浜松市，1卦

川市などにおいても行われている。自然林，植林，二次林など森林植生の広がりがみられる静岡

県において，国有林の割合は少ないが，県土の6割をこえる約50万haが森林に被れており，そ

の5割以上がスギ，ヒノキ，カラマツ，アカマツの植林地となっている。天爵市，竜山村，佐久

閾町など天竜川中流地域は，天竜川による運材と掛塚湊の存在により江戸の中期以降，スギ，ヒ

ノキの育成林業の先駆として全国でも有数の民間林業地域となっている。大井川流域は江戸期の

循i用材の切り出しを始めとして，天然材を多く出庫している。一方，天城地区でも古くから船材

などの．切り出しが行なわれてきている。

　海抜700m以下のヤブツバキクラス域の7ri1積地，台地，丘陵は，都市，水田，畑などが広がっ

ており，ヤブツバキクラス域の上部からブナクラス域にかけてはスギ，ヒノキの植林，コナラ，

ミズナラの二次林が優鎖しているのに対して海抜！，700mをこえるコケモモートウヒクラス域以

上では自然林，自然植生が多く残されている。

　静岡県の自然公園は，国立公園として2ケ所，国定公園として1ケ所，県立自然公園として4

ケ所が指定されている。県東部の富士箱根伊豆国立公園（12．2ha，うち静岡県が4。7ha），静岡，

長野，山梨の3累にまたがる赤石山系が南アルプス国立公園（3．6万ha，うち静岡県が0．3万ha），

静岡県北西部の天竜川渓谷を中心に天竜奥三河国定公園が指定されている。県立自然公園は，EI

本節県立自然公園，奥大井県立自然公園，御前崎遠州灘県立自然公園，浜名湖県立自然公園が指

定されている。


